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- 新たながん治療法と予後予測法の確立にむけて -
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UCHL1-HIF-1経路を遮断することによって、がんの遠隔転移
の発生を抑えられることが明らかになりましたが、その効果
は予想を大きく上回る劇的なものであり、転移の克服に向
けて光明が差しました。

この研究成果は、英国科学誌「Nature Communications」に
掲載され、京都大学からプレスリリースされた後に、京都新
聞（1月24日27面）、産経新聞（1月27日27面）、中日新聞（1
月24日3面）、日本経済新聞（1月24日夕刊8面）、および読
売新聞（3月2日21面）に掲載されるなど、大きな注目を集め
ました（Goto et al. Nat Commun. 6:6153. 2015.）。

UCHL1-HIF-1経路の遮断によってがんの転移を抑制すると
いう新たな治療法の確立に繋がるとともに、UCHL1の発現量
や活性を測定して転移リスクの診断に役立てることが出来
ると期待されます。

がんの転移はがん患者の主要な死因の一つで、精力的ながん研究を
通して克服すべき課題です。従来の研究で、低酸素誘導性因子1
（hypoxia-inducible factor 1: HIF-1）という遺伝子が、がんが転移する過
程で重要な役割を果たしていることが分かっていました。しかし、HIF-1
を活性化してがんの転移を導く遺伝子ネットワークは解明されておら
ず、有効な治療法を確立する上で大きな障害となっていました。私達
の研究チームは、新規HIF-1活性化因子としてUCHL1を発見しました。
そして、UCHL1がHIF-1を活性化した場合に、がん細胞の転移能が高ま
ること、逆にUCHL1-HIF-1経路をYC-1という薬剤で阻害した場合に遠隔
転移発生率が劇的に低下することを見出しました（下図参照）。
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